
【サンプル版】 

「人工知能のビジネス提供価値を考える」 

― 人工知能のビジネス活用概況2017年度版 
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本書の目的 

 本書では人工知能の基礎知識を概観後、The Business Model Canvas(以下
BMC)によるビジネスモデルの可視化と、政治・経済・社会・技術の市場トレンドを分析す
るPEST分析を行うことで、人工知能を用いた事業戦略を立てる際の概論書として作成。 

 人工知能の基礎知識獲得、外部環境要因整理、顧客ニーズから、皆様を支援します。 

 本書を読み進むにあたってBMCの各項目に入るトピック(ピース)を探しながら読み進めてい
ただけるとより理解が深まる他、貴社の提供や導入価値を再考するきっかけにしていただけ
れば幸いです。 

事業成長 
や導入 
をご支援 

①人工知能 
基礎知識 

Poritical (政治トレンド) 

②The Business Model Canvasによる 
ビジネスモデル・提供価値可視化 

Economic (経済トレンド) 
Social (社会トレンド) 

Technology (技術トレンド) 

③PEST分析で各市場動向を概観 
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エグゼクティブサマリ 

人工知能ﾋﾞｼﾞﾈｽ必須3要素はﾃﾞｰﾀ、人、OT 

PEST分析 

目的：①国内提供者の人工知能のビジネス活用支援に向けた市場動向整理。 
     ②国内導入でより良い人工知能の利活用を推進するため市場動向を可視化。 

人工知能ビジネスの立ち位置は3つ 

アンケート調査(顧客ニーズ) 

・国内提供者は、AIを端末側で処理させるエッジヘビーコンピューティングに基づく 
産業別IoTソリューション構築を推奨。 

・現状は顧客の認知度が低い為、市場を育てる導入前啓発やワークショップが必要。 
・導入の際は、顧客プロセスを見てから人工知能の導入先を示唆することが必要。 

P 

・日独米3か国で政策で中核技術 
 と定義 
・日本の注力領域 
 交通・エネルギー・医療、防災領 
 域のリアルデータ戦略 

E 

S T 

・人工知能学会倫理指針 
・契約時の知的財産権問題 
・個人情報保護法 
・B2C市場、相次いでAIスピーカ発
表 

・日本市場:FY16 2,020億
→FY21 5,610億 
・米国市場:FY16 3.93兆
→FY21 7.86兆 
日本海外勢に出遅れ目立つ 

・プラットフォーマはAPIエコノミー形成 
・技術獲得のために企業提携急増 
・量子コンピューティング開発激化 
・エッジヘビーコンピューティング提唱 

・業務効率化やコスト削減ニーズあり(3-1) 

・リスク判断や開発、マーケティング活用を希望(3-1-2) 

・日本の認知・知識不足(3-1-3) 

・日本企業のブランディング低い(3-2-2) 

・導入決済者は情報収集段階(3-3) 
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1-1-1：人工知能の定義 

 明確な定義はないが、ＭＭ総研は以下として定義づける。 

「推論や学習、認知、判断など、人間の一知
能の働きを人工的に作成したプログラムまたは
コンピュータ。」  

MM総研では人工知能を「技術」と捉え、機械学習、自然言語処理、推論などを 
「 特化型 人工知能」と総称する。 
(いわゆる人工知能学会が分類する「弱い人工知能」) 
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1-2-3 ：人工知能ビジネスの産業構造(2/2) 

 各ポジションに立脚する業態は様々。牽引役となるプレイヤーは、プラットフ
ォーマ、SIer、サービス提供者の3者。 

収
集 

通
信 

分
析
基
盤 

報
告 

センサーメーカー 完成品メーカー サービス提供者 通信事業者 

通信事業者 MNO/MVNO 

サービス提供者 SIer プラットフォーマ 

コンサルティング サービス提供者 プラットフォーマ SIer 

コンサルティング 

コンサルティング 
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2-1-1 Political:日本における政府の人工知能の位置づけ 

 人工知能は、GDP600兆円実現達成に向けた「官民戦略プロジェ
クト10」の第四次産業革命の中核技術に位置づけ。 

 国家戦略特区を実証実験の場に選定し、実証開始中。 

第四次産業革命の実現 

世界最先端の健康立国へ 

環境・エネルギー制約の克服と 
投資拡大 

スポーツの成長産業化 

既存住宅流通・リフォーム市場の 
活性化 

サービス産業の生産性向上 

中堅・中小企業・小規模事業者の 
革新 

攻めの農林水産業の展開と 
輸出力の強化 

観光立国 

官民連携による 
消費マインドの喚起策 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

リアルデータが豊富にある強み 
製造、医療/ﾍﾙｽｹｱ、交通に注力 

オールジャパン体制 実証実験でﾉｳﾊｳ蓄積 

1.IoT 2.ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ 

3.ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ 4.人工知能 

北九州市：介護ロボット 
    ：インフラ点検 
     ロボット 
 
東京都 
藤沢市：自動走行 
仙台市  (技術・宅配等) 
 
千葉市：ドローン宅配 
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2-2-2 Economic：日本市場(全体) 

 市場区分：導入期(全体導入率1.8%) 

 FY16の日本市場は2,020億。年率20.4%で成長し、FY21は5,610
億円を見込む。 
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日本市場 【単位：億円】 

FY16-FY17 
成長率 
77.5％ 

製品版では全て数値が入っております 
このページの後に市場概況説明もあります 
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2-2-2 Economic：日本市場の導入率（業種別 日本のみ） 

 日本市場の業種別導入率は、金融業7.8%と情報通信業6.9%
が最も進んでおり、次いで製造業、運輸業と続く。 

0.9% 0.1% 

7.8% 6.9% 

0.4% 0.8% 1.0% 2.5% 0.5% 1.7% 0.6% 

16.2% 
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2-3-5 Social：改正個人情報保護法 

②サービス利用や書類において対象者ごとに割り振られる符号 
 ⇒公的な番号 旅券番号、基礎年金番号、免許証番号、住民票コード、マイナンバー、 各
種保険証等 

【個人情報の定義化】 

①身体の一部の特徴を電子計算機のために変換した符号  
 ⇒ＤＮＡ、顔、虹彩、声紋、歩行の態様、手指の静脈、指紋・掌紋 

個人情報利用のルールが整備・強化 

要配慮個人情報*
は、本人の同意な
しに第三者へ提供
不可 

*要配慮個人情報：人種、病歴、信仰する宗教、犯罪歴、社会的身分  
*オプトアウト：一定の条件を満たすことで、本人同意なしに第三者提供ができる手法 
出典：個人情報保護委員会事務局「個人情報保護法の基本」 

「個人情報ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽ等不正提供
罪」の新設 

個人情報を扱う 
全事業者が規制対象 
(旧：取扱う個人情報数が5,000
以下の場合は対象外だった) 

「匿名加工情報化」 
   の新設 
匿名加工情報は、本人の同意
なしに第三者への提供可能 

情報を第三者に提供する場合
は追跡できるように、提供者
も受領者も記録保存必須。 

オプトアウト*する場合
は、個人情報保護委員会の
届け出が義務化 

グローバル 
対応 

海外の事業者にも 
条件を満たせば 
情報提供可能 

？ 

 2017年5月30日施行の改正個人情報保護法では、AI/IoT/BD利用
促進整備の為に制定されるも、個人情報取り扱い規制対象が全企業に
広がった他、匿名加工情報化が必須で規制厳重化。 
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2-4-7:Technological - 未来③ｽﾏｰﾄ兵器、ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ、ﾄﾗﾝｽﾋｭｰﾏﾝ 

 米国防総省は、画像認識や衛星とのリンクを用いた自律型スマート兵器
の開発と、兵力無人化(ロボット兵士採用)に向けて舵取り。武器や兵士
ロボットにも画像認識等、自律性を兼ね備えた人工知能が搭載開始。 

出典：Lockheed Martin, Boston Dynamics 
     Department of the Army “Shaping the Army Network 2025-2040” 

DARPA × Lockheed Martin 
「Long Range Anti-Ship Missile」 

(LRASM) 
各種パターン認識、衛星リンク等搭載 

2018年に米海軍に配備予定 DARPA × Boston Dynamics 
「Atlas」 

兵力無人化の遂行中 
米陸軍に配備予定も人間との対話が課題 

DoD/ARMY  
ロボットとの対話のための 
人間認知機能の拡張 

=人間への機械の神経接続 
(Transhumanism) 

2017/6/9 
ソフトバンク社 

が買収 
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